
一般社団法人日本熱帯医学会 平成 30年度会 第 1回評議員会 議事録  

  

開催日時  平成 30年 3月 16日（金） 17：30～18：30  

開催場所  国立国際医療研究センター研究所地下 1階中会議室（東京都新宿区） 

出席評議員数 総評議員 99名中、出席評議員 84名（本人出席 31名 委任状出席 53名）  

 

評議員の過半数の出席により平成 30年度第 1回評議員会が成立し、狩野繁之理事長が議長

となり以下の審議等を行った。 

 

【報告事項】 

(1) 平成 29年度事業報告・平成 30年度経過報告 

・ 狩野繁之理事長より、平成 29年度事業報告があった。 

・ 昨年度合同大会の狩野繁之大会長より、大会の収支は 0であったことが報告された。 

・ 山本太郎庶務担当理事より、平成 30 年 3 月 13 日現在の会員数は、662 名であると報      

告があった。（特別会員 6 名、名誉会員 18 名、功労会員 35 名、評議員 99 名、正会員   

318 名、学生会員 85名、在外会員 81名、ポスドク会員 20名） 

・ 橋爪真弘編集担当理事より、平成 30 年 3 月 9 日現在の論文の投稿・掲載状況につい  

て報告があった。 

(2) 相川正道賞・学会賞・女性賞・研究奨励賞の報告 

・ 相川正道賞選考委員会で、長崎大学熱帯医学研究所の金子修教授が受賞者に決定し

た。 

・ 学会賞選考委員会で、長崎大学熱帯医学研究所の有吉紅也教授が受賞者に決定した。 

・ 女性賞選考委員会で、岡山大学大学院の金惠淑助教授が受賞者に決定した。 

・ 研究奨励賞は、該当者なしと報告があった。 

(3) 平成 30年度大会準備報告 

・ 森田公一次期大会長より、本年度大会（平成 30 年 11 月 9 日～11 月 11 日）につい

ての準備進捗状況についての報告があった。 

(4) 各委員会報告 

・ 狩野繁之日本医学会評議員より、平成 31年開催の日本医学会総会への参加呼びかけ

があった。 

・ 河津信一郎日本医学会用語委員より、遺伝学用語の変更案（優性→顕性、劣性→潜性）

について報告があった。 

・ 狩野繁之理事長より、史資料委員会の活動報告があった。 

 

 

 



【審議事項】 

(5) 平成 29年度決算報告および会計監査報告について 

・ 平成 29年度決算報告および会計監査報告が承認された。 

(6) 追加理事の選任について 

・ 定款第２３条に従って理事長が理事と協議して選出した３名、沢辺京子氏（国立感染

症研究所）、平林史子（DNDi Japan）、我妻ゆき子氏（筑波大学）を追加理事として

選任した。 

(7) 名誉・功労・評議員候補者の推薦について 

・ 名誉会員候補者（神原廣二）・功労会員候補者（三森龍之、渡邊直煕）・評議員候補者

（切替照雄）が承認された。 

(8) 60周年記念誌および特集号について 

・ WGの設立が承認され、WG長に山本太郎庶務担当理事が確定した。 

(9) THM編集委員再編成について 

・ Section Editor制の導入、Editorの選考、アドバイザリーボードの設置について承認

された。 

(10) その他  

・ 女性賞の顕彰の仕方について、理事会に一任することが承認された。 

・ 入会者、退会者（退会扱い）について、それぞれ入会と退会が承認された。 

・ 狩野繁之理事長より、学生夏セミナー開催の提案がなされ承認された。 

(11) 閉会 

・ 以上の議事を終え、18 時 30 分に閉会した。 上記の決議を明確にするため、議長、

議事録署名人（監事）がこれに記名押印する。  

  

  

平成 30 年 3月 16日  

 

 議       長                               ㊞  

  

 議事録署名人                              ㊞  

  

議事録署名人                              ㊞ 

 

 


